
ベライゾンリスクレポート
アクションにすぐに活かせるデータを用いて、セキュリティのROIを評価する。これにより、 
リスクやセキュリティギャップを明らかにし、ギャップの解消に必要なリソースの特定を行う。

レベル1︓細部から全体を把握
アウトサイドイン・ビュー
アウトサイドイン・ビューでは、お客様組織の外部から
の評価を行います。BitSightによるインターネット上のパ
ブリックソースからデータを収集し、外部のリスク要因
を評価して、お客様のセキュリティ対策をスコアリング
します。また、ベライゾンのUnified Security Portalで自動
生成された日次レポートを確認できます。

• ベースとなるインターネット上のパブリックデータ
ソースは200以上

• 日次のレポートを自動で生成

• データソースには、BitSight、Recorded Future、ベライ
ゾンのデータ漏洩/侵害調査報告書（DBIR）などを使用

レベル2︓企業セキュリティの
「精密検査」の実施
インサイドアウト・ビュー
レベル2では、エンドポイントやITインフラストラクチャ
の内部を自動的にスキャンしてマルウェアや不必要なプ
ログラム、重複したツールの有無の確認といった内部評
価を行います。これにより、より高精度にセキュリティ
を強化できます。 

• レベル1のデータに加え、組織内部から収集したデータ
も評価に利用

• エンドポイントとインフラストラクチャを調査して、
セキュリティ対策を評価し、リスクを明らかにする

• レベル1のデータソースすべてに加え、Tan ium、
Cylanceをソースに使用

レベル3︓全方位的なリスク評価
カルチャー＆プロセス・ビュー
お客様組織外部および内部のリスク要因の評価に加え、組
織内のセキュリティカルチャーやプロセスも詳しく調査す
ることで、より実態に即した状況の確認が可能になります。
カルチャーおよびプロセスの評価では、自動化された複数
のツールによる評価に加えて、人間の目による評価も行う
ことで、包括的な視点からリスクを分析し、お客様組織の
セキュリティ対策を評価します。 

• レベル1、レベル2で得られたデータに加えて、行動、文
化、プロセス、ポリシーに基づく評価を付加

• 100時間のVerizonのプロフェッショナルサービスの提供
により、セキュリティ対策の強化を支援

• 360度のあらゆる視点からセキュリティ対策を評価

詳細は、VerizonEnterprise.com/products/securityをご覧ください。
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